


有人活動
の拡大

資源開発

火星まで
の深宇宙



米国は、一時は月を飛び越して火

星を目指していたが、今やステップ
としての月の重要性を認識し、
2024年の有人月面着陸、ついで
2030年代の有人火星着陸を目指

す「アルテミス計画」を発表した。そ
して、まず第一歩として、持続的な
有人月探査を支える月を周回する
有人拠点いわゆる「ゲートウェイ
（Gateway）」を構築する計画を発

表し、世界各国に参画を呼びかけ
た。 これに応じて、カナダは既に参
画を表明し、欧州も本年11月末の

欧州宇宙機関閣僚会議で参画方
針を決定する見通しとなっている。
(科学・探査小委 2019年5月21日資
料3，9月5日資料2-2より抜粋)

3月5日（火）に開催されたISS参
加極間の調整会議（MCB）にお

いて、宇宙機関間の技術的な検
討の結果が報告され、日本の提
案を反映する形で、下図のとおり
分担の考え方が示された。
今後、この分担をベースに、ISS
参加各極が極内の政策・予算決
定プロセスを進めることとされた。



 9月5日の宇宙科学・探査小委員会では，

ゲートウェイへの参画を後押しする意見
が殆どで，「待った」をかける意見は出な
かった．

 同日午後の宇宙産業・科学技術基盤部
会でも各省庁の代表が全員賛意を示し，
参画にオールグリーンが出た．
 ただし，十分な予算が確保できるのか?予算

が見積もり通りに収まるか?についての懸念
は出されている．

 つまり，国際宇宙探査には既にGoがか
かっている．

 参画の意義や形態については2020年3
月まで議論を継続して結論を出す．

急速に進展



○ 外交・安全保障上の観点：

世界情勢が不透明化・不安定化する中で宇宙の平和利
用の増進、日米協力の深化

○ 国際競争力・国際的プレゼンス上の観点：
世界の英知を結集、主導権や発言力の確保

○ 非宇宙分野も含む広範な産業の拡大に向けた観点：

宇宙と関わりの薄かった産業も含め事業機会を創出、
デファクトスタンダードを確立

○ 月面探査及び火星などの深宇宙探査を目指す上での観点
・ロジスティクス拠点：

深宇宙探査のための探査機の補給や通信の中継、燃
料や資材などの現地調達の拠点

・技術獲得・実証の場：

工程表に位置付けられた技術（※）等の獲得、重力天体
での技術実証

科学技術は4番目で，

しかも理学的観点は
全く入っていない



1 我が国が強みや 「きぼう」等

で実績を有する生命環境を制
御する熱制御系や空調系の技
術・機器（例えば熱制御系ポン
プやバッテリー等）を提供 する。

2 現在開発中の新型補給機
（HTV X とH3ロケット)を用い

てゲートウェイへの物資・燃料
補給 を行う。

3 着陸地点選定等に資する月
面の各種データ を共有する 。
小型月着陸実証機（SLIM），

月極域着陸探査を進め、我が
国のプレゼンスを確保するとと
もに 、月面探査の国際協力枠

組みの一環としても位置付け
られるようにする。

4 月面での持続的な有人探査
活動にも資する 、月面の移動
手段 を 開発 する 。 (科学・探
査委員会資料より抜粋)
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